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松田素二教授ご退職記念号によせて

太郎丸　博

2021 年３月末をもって社会学専修の松田素二先生が、京都大学文学研究科をご退職され

ることになりました。この『京都社会学年報』第 28 号は、松田先生のご退職を記念し感

謝の意を表するための特集号として刊行します。松田先生は多くの学生を指導してこられ

ましたが、この『年報』が教員による査読システムをとるようになって以来、松田先生は

多くの論文を審査され、その過程で多くの論文のクォリティが改善されてきました。今号

では院生、修了生をはじめ、研究室の同僚・後輩が先生に感謝の気持をこめて寄稿してい

ます。

松田先生は 1979 年に京都大学文学部を卒業され、1984 年には文学研究科博士課程を中

途退学されました。その後、大阪市立大学を経て、1993 年からは本学の准教授、2002 年

からは教授となり今日にいたっています。その後は頻繁に専修主任を務められ、社会学専

修を実務の面からも支えてこられました。2018 年度から 2年間は副研究科長も務められ、

文学研究科の運営にも大きく貢献されました。

松田先生は、文化人類学や社会学にとどまらない領域横断的な研究スタイルの持ち主で

あり、日本でも屈指のアフリカ学者として知られています。フィールドワークを中心にし

た手堅い実証と抽象水準の高い理論的な思考を有機的に結びつけることで、優れた研究成

果をあげてこられました。松田先生の語り口は平易ですが、その内実のクォリティは高く、

それらが高く評価されていることは、巻末に掲載の受賞歴や学会役員歴にもあらわれてい

ます。

このようなずば抜けた学識は教育面においても発揮され、理論・実証の両面から、多く

の学生・研究者をサポートしてこられました。私が赴任してからは学部でも大学院でも社

会学専修で最も学生に人気のある教員であり、KURENAI （京都大学学術情報リポジトリ）

に登録されている博士論文だけでも、2002 ～ 2019 年のあいだに主査として 20 編、副査と

して 29 編を審査されており、平均すると毎年 3 編近くの博士論文を審査されていること

になります。



松田先生がご退職されることは、私たち社会学専修の教職員や学生全員にとってたいへ

ん残念なことですが、これまで先生が築いてこられた未来のための礎と、数々のご恩に対

して、心から感謝の意をこめて、この特集号を先生に捧げます。
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この本はそのまま読むことが困難な方のために、営利を目的
とする場合を除き、｢録音図書｣「拡大写本」等の読書代替物
への媒体変換を行うことは自由です。製作の後は発行人へご
連絡をください。

編集後記
▼松田素二教授の退職記念号となる今号には、学生からの 6本の論文、3本の書評論文に加え、教員陣の論
文が掲載されています。感染症予防のためのオンライン体制がつづいた今年度は、編集作業もすべてオン
ラインですすめました。研究室恒例の顔合わせ行事もおこなわれず、院生同士でも互いに顔も知らないこ
とが少なくありません。こうした状況下で、以前から希薄化してきている院生間のつながりはさらにあや
うくなり、従来は人づてでゆるやかに伝わっていたこの『年報』の役割や仕組みも共有されがたくなって
います。そこで委員としては次号以降、『年報』の投稿過程や院生間のコメンテイター制度について、はじ
めての投稿者にもよりわかりやすく伝えられる資料や伝達方法の整備を行います。と同時に、委員である
か否かを問わず、この貴重な雑誌の維持・改善を院生全体の課題として共有し協力しあえるような、院生
関係のこれからの姿に期待しています。最後に、今号の完成に至るまでご支援いただきました研究室内外
のみなさまへ、心よりお礼申し上げます。
 第 28 号編集委員　D3　鈴木赳生　D3　KIM Suhyun　D2　大木香菜江　M1　小梢みなみ

▼今号は、今年度末で退職される松田素二先生の退職記念号です。松田先生の個人研究室は私のお隣で、
よく松田先生との面談の順番を待つ学生が、廊下で待っていたのを思い出します。松田先生はお忙しいの
で目を離した きにどこかに行ってしまわないように、学生は部屋の前で待っているわけです。私は彼ら
を「松田先生詣で」と密かに呼んでおりましたが、その松田先生詣での学生は累計で相当な数に上り、在
学生だけでなく卒業生も含まれます。私だったらあんなにたくさん面倒見きれんなー、といつも思ってお
りましたが、それだけ松田先生が学生に頼りにされていたということであります。松田先生は、教育だけ
でなく研究や講座運営も含めたすべての面において社会学専修への貢献が大きすぎて、残された教職員に
とっては松居和子さんが退職されたときに匹敵するショックですが、何とか残されたメンバーで先生の教
えを継承して、社会学専修を守り立てていきたいと思います。
 『京都社会学年報』編集代表　太郎丸博
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